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一
、
は
じ
め
に

　
『
古
事
記
』
は
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
に
、『
日
本
書
紀
』
は
養
老
四
年

（
七
二
〇
）
に
成
立
し
た
。
そ
の
編
纂
の
原
点
は
、『
日
本
書
紀
』
天
武

天
皇
十
年
（
六
八
一
）
三
月
朔
条
「
帝
紀
及
び
上
古
の
諸
事
を
記
し
定
め

し
め
た
ま
ふ
」
の
記
事
に
ま
で
遡
る
。
こ
の
後
の
約
四
十
年
間
で
『
古
事

記
』『
日
本
書
紀
』（
以
後
、『
記
紀
』）
は
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ

の
編
纂
事
業
と
並
行
し
て
、
天
皇
の
最
も
重
要
な
祭
祀
が
整
え
ら
れ
た
。

そ
れ
が
「
践
祚
大
嘗
祭
」（
以
後
、
大
嘗
祭
）
で
あ
る
。

『
記
紀
』
と
大
嘗
祭

─
大
嘗
宮
遺
構
か
ら
考
え
る
『
記
紀
』
と
大
嘗
祭
の
関
係
─

笹
生
　
衛

　

大
嘗
祭
の
初
見
記
事
は
、『
日
本
書
紀
』天
武
天
皇
二
年
十
二
月
丙
戌（
五

日
）「
大
嘗
に
侍
奉
れ
る
中
臣
・
忌
部
及
び
神
官
の
人
等
、
并
て
播
磨
・

丹
波
、
二
つ
國
の
郡
司
、
亦
以
下
の
人
夫
等
に
悉
に
禄
賜
ふ
」
（
１
）

で
あ
る
。

ま
た
、
同
五
年
九
月
丙
戌
（
二
十
一
日
）
条
に
は
、
新
嘗
の
た
め
に
斎
忌

（
踰
既
、
ユ
キ
）・
次
（
須
伎
、
ス
キ
）
の
国
郡
を
卜
定
し
た
記
事
が
あ
り
、

新
嘗
祭
も
斎
忌
（
悠
紀
）・
次
（
主
基
）
の
二
国
で
実
施
さ
れ
、
大
嘗
祭

の
祭
式
が
定
型
化
し
て
い
な
か
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
続
く
持
統
天

皇
五
年
（
六
九
一
）
の
大
嘗
祭
で
は
「
天
神
寿
詞
」
の
奏
上
を
確
認
で
き
、

藤
原
宮
を
舞
台
と
し
た
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
の
大
嘗
祭
で
は
榎
井

氏
・
大
伴
氏
が
楯
桙
を
樹
て
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（
２
）。

こ
の
よ
う
な
七
世
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紀
後
半
の
経
過
を
受
け
て
、『
大
宝
令
』「
神
祇
令
」
の
「
凡
そ
大
嘗
は
、

世
毎
に
一
年
、
国
司
事
行
へ
。
以
外
は
、
年
毎
に
所
司
事
行
へ
」

（
３
）

の
規
定

が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、『
記
紀
』
神
話
で
は
、「
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
」
に
関
連
す
る
内
容

が
、
天
石
窟
（
天
石
屋
戸
）
の
前
段
で
語
ら
れ
る
。『
古
事
記
』
で
須
佐

之
男
命
は
天
照
大
神
が「
大
嘗
を
聞
看
す
殿
」を
屎
で
穢
し
、『
日
本
書
紀
』

で
も
同
様
に
素
戔
嗚
尊
は
「
新
嘗
の
新
宮
」
を
穢
し
て
い
る
。
と
も
に
祭

祀
の
舞
台
で
あ
る
「
大
嘗
の
殿
」「
新
嘗
の
新
宮
」
を
穢
す
こ
と
は
、
天

照
大
神
が
天
石
窟
に
籠
も
る
こ
と
に
つ
な
が
る
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り

上
げ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
は
、
大
嘗
祭
だ
け
で
な
く
大
嘗
宮
と
『
記
紀
』

と
の
強
い
結
び
つ
き
が
う
か
が
え
る
。

　
「
記
紀
神
話
」
と
古
代
の
宮
廷
祭
祀
と
の
関
係
性
は
、
夙
に
岡
田
精
司

が
指
摘
し
て
い
る
。「
天
津
神
の
物
語
は
（
中
略
）
宮
廷
神
話
の
原
形
と

考
え
ら
れ
、
伴
造
の
奉
仕
本
縁
と
し
て
の
祭
儀
神
話
と
し
て
の
性
格
を

も
っ
て
い
る
」と
の
考
え
を
示
し（
４
）、後
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

近
年
、
こ
れ
に
対
し
て
佐
々
田
悠
は
、
祭
祀
（
祝
詞
）
と
「
記
紀
神
話
」

と
の
質
的
な
差
に
つ
い
て
言
及
し
、
天
武
・
持
統
朝
に
成
立
す
る
『
記
紀
』

の
天
孫
降
臨
神
話
は
、
天
皇
と
皇
祖
神
を
他
の
天
神
地
祇
か
ら
突
出
さ
せ

た
と
の
見
方
を
示
し
て
い
る（
５
）。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
あ
く
ま
で
も

文
献
史
料
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
祭
祀
の
場
な
ど
の
実
態
を
ふ
ま
え
た

内
容
と
は
な
っ
て
い
な
い
。そ
こ
で
、こ
こ
で
は
古
代
の
大
嘗
宮
遺
構
と
、

そ
の
変
遷
を
細
か
く
見
る
こ
と
で
、『
記
紀
』
と
大
嘗
祭
の
関
係
、
そ
の

歴
史
的
な
意
義
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、
古
代
の
大
嘗
宮
遺
構
の
変
遷

遺
構
の
発
見　
『
古
事
記
』
の
完
成
直
後
、『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
は
ま
だ

続
い
て
い
た
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
年
に
元
正
天
皇
の
大
嘗
祭
は
行
な
わ

れ
た
。そ
の
大
嘗
宮
の
遺
構
が
平
城
宮
跡
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、

続
く
五
代
の
大
嘗
宮
遺
構
も
確
認
さ
れ
、
八
世
紀
代
を
通
じ
た
大
嘗
宮
の

具
体
的
な
変
遷
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

平
城
宮
の
大
嘗
宮
遺
構
は
、
ま
ず
、
第
二
次
朝
堂
院
（
以
後
、
東
区
朝

堂
院
）
朝
庭
の
第
一
六
三
次
調
査
（
一
九
八
四
年
）
と
第
一
六
九
次
調
査

（
一
九
八
五
年
）
で
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
期
の
三
時
期
に
わ
た
る
遺
構
が
発
見
さ

れ
た（
６
）。
上
野
邦
一
は
、
こ
の
発
掘
調
査
の
図
面
を
分
析
し
、
最
も
古
い
Ａ

期
に
先
行
す
る
二
時
期
（
01
・
02
期
）
の
大
嘗
宮
跡
の
存
在
を
指
摘
し
、

東
区
朝
堂
院
に
は
五
代
の
天
皇
の
大
嘗
宮
が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た（
７
）。

続
い
て
、
中
央
区
朝
堂
院
に
お
け
る
第
三
六
七
次
調
査

（
二
〇
〇
三
年
）・
第
三
七
六
次
調
査
（
二
〇
〇
四
年
）
で
、
八
世
紀
後

半
の
大
嘗
宮
遺
構
が
発
見
さ
れ
、
平
城
宮
で
は
六
代
の
天
皇
の
大
嘗
宮
の
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実
態
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
六
代
の
天
皇
は
、
元
正
・
聖
武
・
淳

仁
・
称
徳
・
光
仁
・
桓
武
に
比
定
さ
れ
て
い
る（
８
）。

初
期
の
大
嘗
宮　

平
城
宮
跡
で
確
認
さ
れ
た
六
代
の
天
皇
の
大
嘗
宮
遺
構

の
変
化
を
確
認
し
て
お
こ
う
（
第
１
～
４
図
）。
各
時
期
の
遺
構
は
、
朝

堂
院
の
中
軸
線
に
大
嘗
宮
の
中
垣
（
中
軸
線
）
を
一
致
さ
せ
作
ら
れ
て
い

る
。

　

01
期
、
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
の
元
正
天
皇
の
大
嘗
宮
遺
構
は
、
南
北

門
と
東
側
区
画
（
悠
紀
院
）
の
膳
屋
と
正
殿
、
西
側
区
画
（
主
基
院
）
の

膳
屋
の
一
部
を
確
認
し
て
い
る
。
南
北
門
の
距
離
は
、
四
〇
・
五
メ
ー
ト

ル
（
一
三
七
尺
）、
北
門
は
東
区
朝
堂
院
の
第
一
堂
の
北
端
に
近
く
、
こ

れ
を
目
安
に
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
続
く
神
亀
元
年
（
七
二
四
）

斎
行
の
聖
武
天
皇
大
嘗
祭
の
大
嘗
宮
は
、
02
期
の
遺
構
で
あ
る
。
南
北
門

と
悠
紀
院
の
臼
屋
と
膳
屋
、
正
殿
を
確
認
し
て
い
る
。
南
北
門
の
距
離
は

三
九
・
八
メ
ー
ト
ル
（
一
三
五
尺
）
で
、
01
期
と
ほ
ぼ
同
規
模
。
正
殿
は

01
期
の
正
殿
の
南
に
、
北
端
（
北
妻
）
を
接
す
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
お

り
、
膳
屋
・
正
殿
の
規
模
と
配
置
は
01
期
と
同
じ
で
あ
る
。

　

01
・
02
期
と
も
に
南
北
門
を
確
認
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
取
り
付
く

宮
垣
が
囲
っ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
01
期
で
は
臼
屋
は
未
確
認

で
は
あ
る
が
、
02
期
と
の
比
較
か
ら
、
01
期
に
も
膳
屋
の
北
に
東
（
西
）

妻
を
揃
え
て
建
て
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
01
・
02
期
で
は

御
厠
は
確
認
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
正
殿
が
膳
屋
よ
り
も
中
軸
線
に
寄

る
建
物
配
置
は
、
東
区
朝
堂
院
Ｂ
・
Ｃ
期
と
共
通
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
大
嘗
宮
と
同
様
に
、
正
殿
の
東
（
西
）
側
に
御
厠
が
建
て
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

01
・
02
期
の
建
物
の
規
模
と
配
置
は
、
Ａ
期
以
降
や
『
儀
式
』
と
共
通

す
る
も
の
の
、
柱
穴
の
堀
形
は
円
形
で
細
く
、
正
殿
・
膳
屋
の
室
内
の
間

仕
切
り
の
柱
穴
は
認
め
ら
れ
な
い
。

規
模
の
拡
大　

次
の
東
区
朝
堂
院
Ａ
期
の
遺
構
は
、
天
平
宝
字
二
年

（
七
五
八
）
の
淳
仁
天
皇
の
大
嘗
宮
で
、
悠
紀
院
の
臼
屋
、
膳
屋
、
正
殿
、

御
厠
と
南
北
門
、
宮
垣
と
中
垣
の
全
て
を
確
認
し
て
い
る
。
宮
垣
の
規
模

は
南
北
で
四
六
・
五
メ
ー
ト
ル
（
一
五
七
尺
）、
確
認
し
た
悠
紀
院
の
東
西

幅
は
三
一
・
三
二
五
メ
ー
ト
ル
（
一
〇
六
尺
）、
主
基
院
を
含
め
た
東
西
幅

は
二
一
二
尺
に
復
元
で
き
る
。01
・
02
期
と
比
較
し
て
宮
垣
は
拡
張
さ
れ
、

『
儀
式
』の
規
定〔
南
北
一
五
丈（
一
五
〇
尺
）、東
西
二
一
丈
四
尺（
二
一
四

尺
）〕（
第
５
図
）（
９
）と

ほ
ぼ
一
致
す
る
規
模
と
な
る
。
正
殿
の
位
置
は
、
02

期
の
正
殿
の
南
に
正
殿
一
棟
分
を
空
け
て
南
へ
移
動
し
、
さ
ら
に
宮
垣
が

拡
張
し
た
た
め
東
西
方
向
に
も
移
動
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
建
物
の
規

模
は
踏
襲
す
る
が
構
造
は
変
化
す
る
。
柱
穴
は
堀
形
が
方
形
と
な
り
規
模

が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
正
殿
・
膳
屋
の
内
部
に
は
間
仕
切
り
の
柱
穴
が

設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
正
殿
・
膳
屋
の
建
物
構
造
も
『
儀
式
』
の
規
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第 1図　東区朝堂院内における大嘗宮の移動状況
（註 7 上野文献の図面にもとづき、調査区外の西側区画は東側区画を反転して作成）
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第 2図　平城宮大嘗宮遺構復元図（ 1）
（註 7 上野文献の図面にもとづく）
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第 3図　平城宮大嘗宮遺構復元図（ 2）
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第 4図　平城宮大嘗宮遺構復元図（ 3）
（註 6 文献の図面にもとづく）
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定
の
原
形
が
成
立
す
る
。

東
西
門
の
設
置　

Ａ
期
に
続
く
大
嘗
宮
遺
構
は
、
中
央
区
朝
堂
院
で
確
認

さ
れ
た
も
の
で
、
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
の
称
徳
天
皇
の
大
嘗
宮
に

相
当
す
る
。
悠
紀
院
の
正
殿
、
御
厠
、
膳
屋
、
臼
屋
と
宮
垣
、
南
北
門
、

主
基
院
の
膳
屋
の
一
部
、
さ
ら
に
東
門
を
確
認
し
て
い
る
。
伝
統
的
に
大

嘗
祭
が
実
施
さ
れ
て
き
た
東
区
朝
堂
院
か
ら
、
大
嘗
宮
の
設
営
が
中
央
区

朝
堂
院
へ
と
移
動
し
て
い
る
点
は
大
き
な
変
化
で
あ
る
が
、加
え
て
膳
屋
・

臼
屋
の
区
画
へ
宮
垣
の
外
か
ら
直
接
入
る
こ
と
が
で
き
る
東
西
門
が
新
設

さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
宮
垣
に
囲
ま
れ
た
大
嘗
宮
の
構
造
は
『
儀
式
』
の

規
定
に
直
結
す
る
形
態
が
成
立
す
る
。
八
世
紀
の
大
嘗
宮
の
構
造
的
な
変

化
を
見
る
場
合
、
こ
の
称
徳
天
皇
の
大
嘗
宮
は
、
東
西
門
の
新
設
と
い
う

意
味
で
大
き
な
画
期
と
な
る
。

固
定
化
と
周
辺
施
設　

光
仁
天
皇
の
大
嘗
祭
〔
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
斎

行
〕
と
、
桓
武
天
皇
の
大
嘗
祭
〔
天
応
元
年
（
七
八
一
）
斎
行
〕
で
再
び

大
嘗
宮
は
東
区
朝
堂
院
に
戻
る
。
東
区
朝
堂
院
Ｂ
・
Ｃ
期
の
大
嘗
宮
遺
構

が
、
こ
れ
ら
に
当
た
る
。
と
も
に
悠
紀
院
の
正
殿
、
御
厠
、
膳
屋
、
臼
屋

と
、
南
北
門
、
東
門
を
確
認
し
て
お
り
、
宮
垣
も
ほ
ぼ
全
容
を
把
握
で
き

る
。
建
物
の
構
造
と
規
模
は
、
称
徳
天
皇
の
大
嘗
宮
を
踏
襲
す
る
。
造
営

位
置
は
、
Ｂ
期
の
正
殿
は
、
Ａ
期
の
正
殿
の
南
に
移
動
す
る
。
東
西
方
向

で
は
中
心
軸
に
寄
せ
て
い
る
た
め
、
聖
武
天
皇
（
02
期
）
の
正
殿
の
真
南

第 5図　『儀式』の大嘗宮見取り図
（註 9 文献の図面にもとづく）
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に
二
棟
分
の
間
隔
を
空
け
て
建
て
ら
れ
て
い
る
（
第
１
図
）。
と
こ
ろ
が
、

Ｃ
期
の
桓
武
天
皇
の
大
嘗
宮
は
Ｂ
期
と
重
ね
て
建
て
ら
れ
る
。
元
正
天
皇

（
01
期
）
以
来
、
規
則
的
に
南
へ
と
移
動
し
て
き
た
大
嘗
宮
は
、
桓
武
天

皇
の
段
階
で
、
朝
堂
院
の
東
西
第
二
堂
の
間
に
固
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

大
嘗
宮
の
周
辺
施
設
に
つ
い
て
は
、
先
に
触
れ
た
上
野
邦
一
の
研
究
に

加
え
、
岩
本
省
三
の
整
理
と
分
析
が
あ
り）

（1
（

、
こ
れ
ら
研
究
に
よ
り
概
観
す

る
と
、
ま
ず
大
嘗
宮
の
北
側
に
は
『
儀
式
』
が
記
す
廻
立
殿
の
存
在
を
予

想
で
き
る
。
淳
仁
天
皇
の
Ａ
期
以
降
、
こ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る

建
物
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
規
模
・
構
造
は
一
定
せ
ず
、

『
儀
式
』
の
五
間
×
二
間
と
い
う
規
模
の
建
物
で
は
な
い
。
大
嘗
宮
北
側

の
建
物
群
が
『
儀
式
』
の
廻
立
殿
に
対
応
す
る
な
ら
ば
、
廻
立
殿
の
形
態

は
桓
武
天
皇
の
Ｃ
期
ま
で
定
形
化
せ
ず
、『
儀
式
』
の
規
模
・
構
造
と
な

る
の
は
、
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
と
判
断
で
き
る
。

　

大
嘗
宮
の
南
側
で
は
、
Ｂ
期
の
光
仁
天
皇
と
Ｃ
期
の
桓
武
天
皇
の
段
階

に
、
東
西
棟
、
一
三
間
×
二
間
の
長
い
建
物
遺
構
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
る
。『
儀
式
』
で
は
、
朝
堂
院
の
東
西
第
三
堂
（
承
光
堂
・
顕
章
堂
）

の
間
に
小
斎
人
の
座
と
な
る
幄
舎
が
、そ
の
南
の
東
西
第
五
堂（
暉
章
堂
・

修
式
堂
）
の
前
（
北
側
）
に
皇
太
子
、
親
王
、
参
議
以
上
・
五
位
以
上
の

官
人
の
座
と
な
る
幄
舎
が
設
営
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
・
Ｃ
期

に
確
認
で
き
る
、
東
西
棟
の
長
い
建
物
は
、
こ
の
幄
舎
に
あ
た
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

結
局
、
大
嘗
宮
と
周
辺
施
設
は
、
淳
仁
天
皇
の
大
嘗
祭
以
降
、
桓
武
天

皇
ま
で
段
階
的
に
整
備
さ
れ
、
最
終
的
に
桓
武
天
皇
の
時
点
で
、
廻
立
殿

の
規
模
・
構
造
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
『
儀
式
』
が
規
定
す
る
形
態
が
整
っ
た

こ
と
に
な
る
。

先
行
研
究　

以
上
の
大
嘗
宮
遺
構
の
変
遷
に
つ
い
て
、
す
で
に
岩
永
省
三

は
詳
細
な
分
析
を
行
い
歴
史
的
な
意
義
を
述
べ
て
い
る
。
岩
永
の
分
析
・

研
究
の
重
要
な
成
果
は
、
東
区
朝
堂
院
に
お
け
る
大
嘗
宮
正
殿
が
、
光
仁

天
皇
ま
で
規
則
的
に
南
に
移
動
し
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
点

に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
考
え
を
示
し
て
い

る
。

歴
代
の
天
皇
が
皆
、
天
神
皇
子
と
し
て
、
聖
性
を
付
与
さ
れ
、
呪
能

を
獲
得
し
、
神
々
を
伴
っ
て
海
原
や
葦
原
中
国
を
服
属
さ
せ
、
地
上

世
界
を
支
配
す
る
…
…
時
間
を
原
初
に
戻
し
太
古
の
混
沌
の
中
か
ら

あ
ら
た
に
代
を
創
め
、
モ
ー
タ
ル
な
存
在
と
し
て
の
王
が
世
々
交
代

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
王
権
を
永
続
化
す
る
た
め
に
は
、
既
設
の
施
設

を
用
い
ず
に
大
嘗
祭
の
た
び
に
黒
木
造
り
に
草
葺
の
「
原
始
的
」
殿

舎
を
設
け
、
そ
の
た
び
ご
と
に
最
初
の
こ
と
と
し
て
演
出
す
る
た
め

に
、
正
殿
は
過
去
の
記
録
に
基
づ
い
て
前
回
の
正
殿
位
置
を
現
場
で

確
認
し
、
重
複
し
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
「
新
た
な
」
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場
所
に
設
け
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う）

（（
（

。

　

ま
た
、
桓
武
天
皇
の
大
嘗
宮
が
移
動
し
な
か
っ
た
背
景
に
は
「
復
活
し

た
天
智
系
王
統
の
始
祖
と
し
て
の
光
仁
と
の
血
統
的
な
つ
な
が
り
の
具
体

的
な
表
現
を
き
わ
め
て
重
視
し
た
か
ら
」と
し
、そ
の
位
置
が『
儀
式
』『
延

喜
式
』
に
踏
襲
さ
れ
固
定
化
し
た
こ
と
か
ら
、「
動
く
べ
き
大
嘗
宮
が
動

き
を
止
め
化
石
化
し
た
姿
で
あ
っ
た
」
と
歴
史
的
な
意
義
を
評
価
し
た）

（1
（

。

　

岩
永
説
は
、
大
嘗
宮
の
移
動
の
目
的
を
、
天
皇
に
天
津
神
の
子
と
し
て

の
聖
性
を
付
与
す
る
た
め
と
し
、
大
嘗
祭
の
天
皇
即
位
と
の
関
係
に
重
点

を
お
き
、
天
皇
の
国
土
統
治
と
い
う
政
治
的
な
意
味
を
直
接
の
背
景
に
考

え
る
。

　

し
か
し
、
大
嘗
宮
は
、
夜
か
ら
未
明
に
行
な
わ
れ
る
大
嘗
祭
の
祭
場
そ

の
も
の
で
、
祭
祀
終
了
後
は
直
ち
に
撤
却
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
。
そ
こ
に

政
治
的
な
意
味
を
見
出
す
以
前
に
、
祭
祀
の
構
成
「
祭
式
」、
そ
れ
か
ら

導
か
れ
る
祭
祀
の
本
質
と
の
関
連
の
中
で
、
大
嘗
宮
の
変
遷
と
歴
史
的
な

意
義
に
つ
い
て
は
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

三
、
大
嘗
祭
の
本
質
と
『
記
紀
』

大
嘗
祭
の
本
質　

大
嘗
祭
の
本
質
と
は
何
か
。
大
嘗
祭
の
た
め
だ
け
に
造

営
さ
れ
る
大
嘗
宮
の
規
模
・
構
造
は
、
大
嘗
祭
の
本
質
や
祭
式
と
直
結
す

る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
を
前
提
と
す
る
と
、
大
嘗
祭
の
本
質
と
祭
式
は
、

八
世
紀
代
を
通
じ
て
変
化
し
な
か
っ
た
大
嘗
宮
の
要
素
か
ら
推
定
で
き
る

だ
ろ
う
。
そ
の
要
素
と
し
て
は
以
下
の
四
点
を
指
摘
で
き
、
こ
れ
ら
は
、

そ
の
ま
ま
『
儀
式
』
へ
と
継
承
さ
れ
た
。

① 

大
嘗
宮
は
宮
垣
で
区
画
遮
蔽
さ
れ
、内
部
は
東
西
の
二
院（
悠
紀
院
・

主
基
院
）
に
分
割
さ
れ
る
。

② 

各
院
に
は
、
正
殿
・
膳
屋
が
存
在
し
、
御
厠
・
臼
屋
に
つ
い
て
も
同

様
と
推
定
で
き
る
。

③
正
殿
と
膳
屋
は
五
間
×
二
間
の
規
模
を
一
貫
し
て
維
持
す
る
。

④
宮
垣
内
の
膳
屋
・
臼
屋
は
、
さ
ら
に
垣
で
区
画
遮
蔽
さ
れ
る
。

　

こ
の
中
で
、
大
嘗
宮
全
体
を
宮
垣
で
区
画
・
遮
蔽
す
る
こ
と
は
、
他
の

空
間
か
ら
の
結
界
を
示
し
厳
重
な
潔
斎
空
間
を
象
徴
す
る
。
践
祚
大
嘗
祭

は
、『
神
祇
令
』
と
『
延
喜
式
』「
神
祇
一
、四
時
祭
上
」
に
よ
れ
ば
、
一

箇
月
の
「
斎
」
が
必
要
な
唯
一
の
大
祀
で
あ
る）

（1
（

。
大
嘗
祭
は
厳
重
な
潔
斎

が
不
可
欠
な
特
別
な
祭
祀
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
儀
式
』
が
記
す
大
嘗

宮
は
、
廻
立
殿
を
除
き
、
宮
垣
内
の
建
物
の
配
置
と
規
模
は
基
本
的
に
八

世
紀
代
の
遺
構
と
一
致
す
る
。
こ
の
た
め
『
儀
式
』
が
記
す
宮
垣
内
で
の

祭
式
の
基
本
的
な
流
れ
は
、八
世
紀
の
前
半
ま
で
遡
及
す
る
と
み
て
よ
い
。

　

一
方
で
『
儀
式
』
が
詳
細
を
伝
え
な
い
正
殿
に
お
け
る
天
皇
祭
祀
の
祭

式
は
ど
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
岡
田
莊
司
を
は
じ
め
と
し
た
研
究
で
、
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十
世
紀
の
『
新
儀
式
』（『
清
涼
御
記
』
逸
文
）「
神
今
食
次
第
」、
十
二
世

紀
の
『
天
仁
大
嘗
会
記
』（『
江
記
』
逸
文
）、『
大
嘗
会
卯
日
御
記
』、

十
三
世
紀
の
『
後
鳥
羽
院
宸
記
』、『
建
保
大
祀
神
饌
記
』
な
ど
を
も
と
に

詳
細
な
復
元
が
行
な
わ
れ
て
い
る）

（1
（

。
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
正
殿
の
規
模
・

構
造
は
、『
後
鳥
羽
院
宸
記
』
の
指
図
（
第
６
図
）
が
示
す
よ
う
に
五
間

×
二
間
で
北
側
三
間
「
室
」
と
南
側
二
間
「
堂
」
に
間
仕
切
り
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
八
世
紀
の
淳
仁
天
皇
以
降
の
大
嘗
宮
正
殿
の
規
模
・
構
造
と

一
致
し
、
五
間
×
二
間
の
規
模
は
元
正
天
皇
の
段
階
で
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
平
安
後
期
以
降
の
文
献
記
録
か
ら
復
元
で
き
る
正
殿
で
の
祭

式
の
基
本
的
な
要
素
は
、
八
世
紀
前
半
ま
で
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
こ
と
で
、
古
代
の
大
嘗
祭
の
内
容
は
「
宮
垣
で
区

画
・
遮
蔽
し
、
潔
斎
し
て
清
浄
性
を
確
保
し
た
空
間
の
中
に
建
て
ら
れ
た

臼
屋
・
膳
屋
で
特
別
な
神
饌
を
調
理
・
準
備
し
、
そ
れ
を
天
皇
が
正
殿
で

神
へ
供
え
、
米
・
粟
の
御
飯
と
御
酒
を
共
食
す
る
」
と
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
正
殿
内
の
北
側
三
間
の
「
室
」
内
の
祭
式
は
、〔「
室
」

中
央
の
神
座
（
寝
座
）
の
東
で
、
天
皇
は
南
東
（
東
）
向
き
に
御
座
に
着

か
れ
、采
女
の
介
添
え
の
も
と
御
食
薦
に
並
べ
ら
れ
た
神
饌
を
取
り
分
け
、

対
面
す
る
短
帖
に
接
し
て
敷
か
れ
た
神
食
薦
に
供
え
る
〕
と
い
う
構
成
で

あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
岡
田
精
司
が
考
え
た
「
天
皇
は
こ
の
衾
・
褥
（「
室
」

中
央
の
神
座
：
筆
者
註
）
に
臥
す
こ
と
に
よ
り
降
臨
し
た
神
（
杖
と
沓
が

遠
方
よ
り
の
来
臨
神
を
暗
示
す
る
）
と
一
体
と
な
り
、
神
の
資
格
に
お
い

て
神
饌
を
口
に
し
、
更
に
聖
婚
儀
礼
を
行
な
う
」）

（1
（

と
い
う
形
式
は
存
在
し

な
か
っ
た
。
中
央
の
神
座
（
寝
座
）
は
、
あ
く
ま
で
も
神
の
も
の
「
御
料
」

と
し
て
祭
祀
の
場
に
用
意
さ
れ
た
の
で
あ
り）

（6
（

、
八
世
紀
代
に
お
い
て
も
天

皇
は
決
し
て
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

二
院
構
成
と
移
動
の
理
由　

で
は
、
な
ぜ
大
嘗
宮
は
二
院
構
成
な
の
か
。

天
武
天
皇
二
年
の
大
嘗
は
播
磨
・
丹
波
の
二
国
が
担
当
し
て
い
る
た
め
、

大
嘗
宮
の
二
院
構
成
は
、
成
立
当
初
ま
で
遡
る
。
二
院
の
「
斎
忌
（
踰
既
）」

「
次
（
須
伎
）」
の
読
み
は
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
五
年
で
確
認
で
き
、

悠
紀
・
主
基
の
意
味
に
つ
い
て
一
条
兼
良
は
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
以

前
に
著
し
た
「
御
譲
位
之
記
（
代
始
和
抄
）」
で
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

悠
紀
は
齋
忌
と
い
ふ
心
也
。
神
祭
の
事
な
り
。
主
基
は
次
と
云
文
字

を
す
き
と
よ
め
り
。
次
の
神
齋
と
い
ふ
心
也
。
次
と
い
へ
は
と
て
天

地
懸
隔
の
心
に
は
あ
ら
ず
。
た
と
へ
は
左
右
前
後
な
ど
い
ふ
程
の
事

也）
（7
（

。

こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
五
年
九
月
の
国
郡
卜
定
の
記
事
に
も
と

づ
く
解
釈
と
考
え
ら
れ
、「
悠
紀
」
は
「
斎
忌
」
つ
ま
り
厳
重
な
潔
斎
を

伴
う
祭
祀
を
意
味
し
、「
主
基
」
は
「
次
」
で
次
の
祭
祀
を
意
味
す
る
、

と
い
う
。
厳
重
な
潔
斎
「
斎
」
が
必
要
な
大
嘗
祭
は
、
ま
ず
悠
紀
院
で
祭

祀
を
行
な
い
、
次
の
祭
祀
を
行
な
う
に
は
場
所
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
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第 6図　『後鳥羽院宸記』神殿（大嘗宮正殿）内指図
●：正殿の柱位置、破線：天皇経路。國學院大學図書館所蔵本にもとづく。
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そ
の
場
が
主
基
（
次
）
院
で
あ
る
。
天
皇
は
悠
紀
院
で
の
祭
祀
の
後
に
祭

服
も
一
切
を
改
め
主
基
院
で
の
祭
祀
に
臨
ま
れ
る
。
厳
重
な
潔
斎
が
必
要

な
た
め
、
大
嘗
祭
で
は
祭
祀
の
場
、
祭
服
、
祭
具
の
一
切
を
改
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
大
嘗
宮
の
二
院
構
成
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

大
嘗
宮
の
正
殿
の
規
則
的
な
移
動
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
一
度
、
祭
祀
を
行
な
っ
た
場
所
で
は
再
び
祭
祀
を
行
わ
な

い
と
の
意
識
を
反
映
し
て
い
る
。
厳
重
な
潔
斎
が
必
要
な
祭
祀
で
あ
る
が

故
に
、
大
嘗
宮
正
殿
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
新
し
い
場
所
に
建
て
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

厳
重
な
潔
斎
と
祭
神　

こ
う
考
え
る
と
次
に
問
題
と
な
る
の
が
、
大
嘗
祭

に
厳
重
な
潔
斎
が
必
要
な
理
由
で
あ
る
。
こ
の
点
は
大
嘗
祭
の
祭
神
の
性

格
と
直
結
す
る
。
古
代
の
大
嘗
祭
の
祭
神
は
、
文
献
に
は
明
示
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
藤
森
馨
は
、
中
央
法
曹
官
人
に
よ
る
神
衣
祭
と
大
嘗
祭

と
の
混
同
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、
大
嘗
祭
の
祭
神
を
天
照
大
神
と
す
る

意
識
は
、「
古
記
」
が
成
立
し
た
天
平
十
年
（
七
三
六
）
頃
ま
で
遡
る
と

指
摘
す
る）

（1
（

。
ま
た
、『
儀
式
』
に
よ
る
と
、
祭
祀
と
直
接
関
わ
る
正
殿
と
、

神
の
た
め
の
施
設
と
考
え
ら
れ
る
御
厠
の
壁
に
は
伊
勢
の
斑
蓆
を
特
に
使

用
し
て
お
り
、
祭
祀
と
伊
勢
と
の
深
い
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る）

（9
（

。

先
の
指
摘
に
、
こ
の
点
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
八
世
紀
前
半
に
は
大
嘗

祭
の
主
祭
神
は
、
皇
祖
神
の
天
照
大
神
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

天
照
大
神
は
、『
日
本
書
紀
』
で
は
皇
祖
神
で
あ
る
と
同
時
に
畏
れ
多

い
神
と
し
て
の
側
面
が
記
さ
れ
る
。
典
型
的
な
例
が
、
崇
神
天
皇
紀
の
次

の
記
事
で
あ
る
。

五
年
に
、
國
内
に
疾
疫
多
く
し
て
、
民
死
亡
れ
る
者
有
り
て
、
且
大

半
ぎ
な
む
と
す
。
六
年
に
、
百
姓
流
離
へ
ぬ
。
或
い
は
背
叛
く
も
の

有
り
。
其
の
勢
、
徳
を
以
て
治
め
む
こ
と
難
し
。
是
を
以
て
、
晨
に

興
き
夕
ま
で
に
惕
り
て
、
神
祇
に
請
罪
る
。
是
よ
り
先
に
、
天
照
大

神
・
倭
大
國
魂
、
二
の
神
を
天
皇
の
大
殿
の
内
に
並
び
祭
る
。
然
し

て
其
の
神
の
勢
を
畏
り
て
、
共
に
住
み
た
ま
ふ
に
安
か
ら
ず
。
故
、

天
照
大
神
を
以
て
は
、
豊
鍬
入
姫
命
に
託
け
ま
つ
り
て
、
倭
の
笠
縫

邑
に
祭
る
。
仍
り
て
磯
堅
城
の
神
籬
（
神
籬
、
此
を
ば
比
莽
呂
岐
と

云
ふ
）
を
立
つ）

11
（

。

　

前
段
で
疾
疫
・
災
害
に
よ
る
国
内
の
混
乱
に
つ
い
て
語
り
、
後
段
で
天

皇
の
同
床
共
殿
が
憚
ら
れ
る
畏
れ
多
い
神
と
し
て
の
天
照
大
神
の
性
格
に

つ
い
て
触
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、堅
固
に
区
画
遮
蔽
さ
れ
た
祭
祀
の
場「
磯

堅
城
の
神
籬）

1（
（

」
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
こ
こ
で
は
国
内
の
疾
疫
・
災
害
等

と
天
照
大
神
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
明
確
に
し
て
い
な
い
。し
か
し
、

天
照
大
神
は
、
祭
祀
に
不
都
合
が
あ
れ
ば
災
害
を
招
き
か
ね
な
い
畏
れ
多

い
神
で
あ
り
、
だ
か
ら
宮
中
で
は
な
く
区
画
遮
蔽
さ
れ
結
界
さ
れ
た
「
堅
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固
な
神
籬
」
で
祀
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
文
脈
で
読
む
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
神
籬
が
神
宮
の
原
形
で
あ
り
、
垣
で
区
画
遮
蔽
し
た
祭
祀
の

場
は
大
嘗
宮
と
共
通
す
る
。

　

ま
た
、
仲
哀
天
皇
紀
と
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
に
は
次
の
記
事
が
あ
る
。

仲
哀
天
皇
九
年
春
二
月
の
癸
卯
の
朔
丁
未
（
五
日
）
に
、
天
皇
、
忽

に
痛
身
み
た
ま
ふ
こ
と
有
り
て
、
明
日
に
、
崩
り
ま
し
ぬ
。
時
に
、

年
五
十
二
。
即
ち
知
り
ぬ
。
神
の
言
を
用
ゐ
た
ま
は
ず
し
て
、
早
く

崩
り
ま
し
ぬ
る
こ
と
を
。

神
功
皇
后
摂
政
前
紀
、
仲
哀
天
皇
九
年
春
二
月
、
祟
る
所
の
神
を
知

り
て
、財
寶
の
國
を
求
め
む
と
欲
す
。（
中
略
）乃
ち
答
へ
て
曰
は
く
、

「
神
風
の
伊
勢
國
の
百
傳
ふ
度
逢
縣
の
拆
鈴
五
十
鈴
宮
に
所
居
す
神
、

名
は
撞
賢
木
厳
之
御
魂
天
疎
向
津
媛
命
」
と）

11
（

。

　

天
照
大
神
と
考
え
ら
れ
る
「
五
十
鈴
宮
に
所
居
す
神
」
の
神
意
に
従
わ

な
か
っ
た
こ
と
で
仲
哀
天
皇
は
崩
御
し
た
。
対
応
に
よ
っ
て
は
天
皇
の
身

に
も
祟
る
神
と
し
て
の
性
格
が
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
、
厳
重
に
潔
斎
し

て
天
皇
自
ら
が
皇
祖
神
の
天
照
大
神
を
祀
り
、
国
内
の
災
害
を
防
ぎ
平
安

を
保
ち
、
天
皇
の
身
に
祟
り
・
災
い
が
及
ば
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
こ
に

大
嘗
祭
の
本
質
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
大
嘗
祭
の
性
格
を
単
な

る
収
穫
祭
と
し
て
捉
え
る
と
、
厳
重
な
潔
斎
「
斎
」
が
必
要
な
「
大
祀
」

と
し
て
の
性
格
は
不
明
確
と
な
っ
て
し
ま
う
。
潔
斎
が
不
充
分
で
神
意
に

反
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
国
内
で
の
災
害
発
生
や
天
皇
の
生
命
に
か
か
わ

る
祟
り
に
直
結
し
か
ね
な
い
。
そ
の
よ
う
な
危
機
意
識
と
緊
張
感
を
伴
っ

て
大
嘗
祭
は
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、『
日
本
書
紀
』
の
記
載
に
、

そ
の
ま
ま
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
大
嘗
祭
に
お
け
る
危
機
意
識
と
緊
張
感
は
、
次
の
『
後
鳥
羽
院
宸

記
』
の
大
嘗
祭
に
お
け
る
天
皇
の
申
し
言
葉
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

伊
勢
の
五
十
鈴
の
河
上
に
坐
す
天
照
大
神
。
ま
た
天
神
地
祇
、
諸
々

の
神
明
に
明
ら
け
く
曰
さ
く
。
朕
、
皇
祖
の
廣
き
護
り
に
よ
り
、
國

中
は
平
安
に
、
年
穀
は
豊
稔
に
、
壽
は
上
下
を
覆
ひ
、
諸
民
を
救
済

す
。
仍
っ
て
、
今
年
新
た
に
得
る
所
の
飯
を
供
へ
奉
る
こ
と
此
の
如

し
。
ま
た
、
朕
の
躬
に
於
て
は
、
犯
す
べ
き
諸
々
の
災
難
を
未
崩
に

攘
除
し
、
不
祥
の
悪
事
、
遂
に
犯
し
来
た
る
莫
れ
。
ま
た
、
高
山
・

深
谷
・
所
々
の
社
々
・
大
海
・
小
川
に
出
て
名
を
記
し
厭
ひ
祭
る
は
、

皆
盡
く
銷
滅
す
る
の
み）

11
（

。

　

こ
の
申
し
言
葉
の
表
現
は
、
平
安
時
代
以
降
の
時
代
性
を
受
け
て
変
化

し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
そ
れ
で
も
、
国
内
の
平
安
を
祈
り
、
天
皇
の

身
の
安
全
を
願
う
と
い
う
内
容
は
『
日
本
書
紀
』
の
崇
神
天
皇
紀
や
仲
哀

天
皇
紀
・
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
の
内
容
と
整
合
す
る
。
こ
の
大
嘗
祭
の
本

質
は
、
大
嘗
宮
の
「
斎
忌
・
次
」
の
名
が
確
認
で
き
る
天
武
天
皇
の
時
代

ま
で
遡
り
、
そ
の
後
に
編
纂
が
進
め
ら
れ
た
『
記
紀
』、
特
に
正
式
な
歴
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史
書
で
あ
る
『
日
本
書
紀
』
の
内
容
と
の
間
で
相
互
に
対
応
関
係
が
図
ら

れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

11
（

。

四
、
大
嘗
宮
の
変
化
と
史
的
背
景

大
嘗
宮
の
変
化　

平
城
宮
の
大
嘗
宮
は
、
八
世
紀
後
半
、
称
徳
天
皇
の
大

嘗
祭
で
大
き
く
変
化
し
た
。
一
つ
は
造
営
場
所
の
変
化
で
、
中
央
区
朝
堂

院
に
造
営
さ
れ
た
。
孝
謙
天
皇
を
除
き
、
元
正
天
皇
・
聖
武
天
皇
・
淳
仁

天
皇
と
代
々
の
大
嘗
宮
は
東
区
朝
堂
院
に
建
て
ら
れ
て
き
た
。
孝
謙
天
皇

の
大
嘗
宮
に
つ
い
て
は
、
東
区
朝
堂
院
の
大
規
模
な
改
修
時
期
に
当
た
っ

て
い
た
の
で
、
他
の
場
所
で
行
な
わ
れ
、
改
修
さ
れ
新
装
な
っ
た
朝
堂
院

に
合
わ
せ
て
淳
仁
天
皇
の
大
嘗
宮
は
規
模
が
拡
大
さ
れ
た
と
の
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
る）

11
（

。そ
う
な
ら
ば
、や
は
り
称
徳
天
皇
の
大
嘗
宮
の
移
動
に
は
、

別
に
理
由
が
必
要
と
な
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
東
西
門
の
設
置
で
あ
る
。
淳
仁
天
皇
の
大
嘗
宮
は
規
模

が
大
き
く
垣
の
跡
ま
で
全
て
残
り
、遺
存
状
態
が
良
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

東
西
門
の
跡
は
な
い
。
先
行
す
る
元
正
天
皇
・
聖
武
天
皇
の
大
嘗
宮
遺
構

で
も
南
北
門
の
柱
穴
は
確
認
で
き
る
反
面
、
東
西
門
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ

な
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
東
西
門
は
称
徳
天
皇
の
段
階
か
ら
設
置
さ
れ

た
と
判
断
で
き
る
。
東
西
門
か
ら
は
、
宮
垣
内
の
膳
屋
・
臼
屋
の
区
画
に

直
接
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
区
画
は
、
大
嘗
祭
で
特
に
重
要
な
神
饌

を
最
終
的
に
調
理
・
準
備
す
る
場
所
で
あ
り
、
特
別
な
潔
斎
を
求
め
ら
れ

る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
淳
仁
天
皇
の
大
嘗
宮
ま
で
は
、
神
饌
の
食

材
や
御
酒
は
、
一
度
、
宮
垣
の
門
を
く
ぐ
り
、
さ
ら
に
内
部
の
垣
の
入
り

口
を
通
ら
な
け
れ
ば
搬
入
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
構
造
か
ら
は
、
神
饌
へ

の
厳
重
な
潔
斎
の
意
識
を
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
東
西
門
を
設
置
し
た

こ
と
で
、
宮
垣
の
外
か
ら
直
接
、
食
材
や
御
酒
の
搬
入
が
可
能
と
な
る
。

そ
こ
か
ら
は
神
饌
に
対
す
る
潔
斎
意
識
の
後
退
が
う
か
が
え
る
。

称
徳
天
皇
の
宣
命　

こ
れ
ら
の
変
化
と
関
連
す
る
可
能
性
が
高
い
の
が
、

『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年
十
一
月
庚
辰
（
二
十
三
日
）
条
に
あ
る
称

徳
天
皇
の
大
嘗
祭
の
宣
命
で
あ
る
。

今
勅
り
た
ま
は
く
。
今
日
は
大
新
嘗
の
な
ほ
ら
ひ
の
豊
明
聞
こ
し
行

す
日
に
在
り
。
然
る
に
此
の
遍
の
常
よ
り
別
に
在
る
故
は
、
朕
は
仏

の
御
弟
子
と
し
て
菩
薩
の
戒
を
受
け
賜
は
り
て
在
り
。
此
に
依
り
て

上
つ
方
は
三
宝
に
供
奉
り
、
次
に
は
天
社
・
國
社
の
神
等
を
も
ゐ
や

び
ま
つ
り
、
次
に
は
供
奉
る
親
王
た
ち
臣
た
ち
百
官
の
人
等
、
天
下

の
人
民
諸
を
愍
み
賜
ひ
慈
び
賜
は
む
と
念
ひ
て
な
も
還
り
て
復
天
下

を
治
め
賜
ふ
。（
中
略
）
復
勅
り
た
ま
は
く
。
神
等
を
は
三
宝
よ
り

離
け
て
触
れ
ぬ
物
そ
と
な
も
人
の
念
て
在
る
。
然
れ
ど
も
経
を
見
つ

れ
は
仏
の
御
法
を
護
り
ま
つ
り
尊
び
ま
つ
る
は
諸
の
神
た
ち
に
い
ま
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し
け
り
。
故
、
是
を
以
て
出
家
せ
し
人
も
白
衣
も
相
雑
は
り
て
供
奉

る
に
豈
障
る
事
は
在
ら
じ
と
念
ひ
て
な
も
、
本
忌
み
し
が
如
く
は
忌

ま
ず
し
て
此
の
大
嘗
は
聞
し
行
す
と
宣
り
た
ま
ふ
御
命
を
、
諸
聞
き

た
ま
へ
と
宣
る
、
と
の
た
ま
ふ）

16
（

。

　

こ
の
宣
命
で
は
、
菩
薩
戒
を
受
け
仏
弟
子
と
な
っ
た
天
皇
が
、
大
嘗
祭

を
行
う
こ
と
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
本
来
、
神
は
仏
教
と
は
一
定

の
距
離
を
保
つ
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
経
典
に
よ
れ
ば
仏
法
を
護
り
貴

ぶ
の
は
神
々
な
の
で
、
仏
教
に
帰
依
し
た
者
が
大
嘗
祭
を
行
な
う
の
に
問

題
は
無
い
と
の
論
理
を
展
開
す
る
。
そ
れ
で
も
潔
斎
の
問
題
に
言
及
す
る

必
要
は
あ
っ
た
。
末
尾
（
傍
線
部
）
に
は
、
従
来
の
仏
法
を
避
け
る
よ
う

な
潔
斎
は
せ
ず
に
、
今
回
の
大
嘗
祭
は
実
施
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。
明

ら
か
に
大
嘗
祭
に
お
け
る
潔
斎
の
意
識
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
称

徳
天
皇
の
大
嘗
祭
を
画
期
と
し
て
、
大
嘗
祭
の
厳
格
な
潔
斎
の
意
識
、
加

え
て
『
日
本
書
紀
』
が
記
す
、
神
意
に
背
く
こ
と
が
災
害
や
神
の
祟
り
に

直
結
す
る
と
い
う
祭
祀
の
意
識
に
変
化
が
生
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

古
代
祭
祀
の
変
化　

続
く
光
仁
天
皇
と
桓
武
天
皇
の
大
嘗
宮
は
、
称
徳
天

皇
の
大
嘗
宮
の
規
模
・
構
造
を
踏
襲
し
、
再
び
東
区
朝
堂
院
に
造
営
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
大
嘗
宮
の
南
側
で
幄
舎
と
考
え
ら
れ
る
建
物
遺
構
が
明
確

に
な
る
。
こ
の
段
階
で
は
廻
立
殿
の
規
模
・
構
造
は
異
な
る
も
の
の
、
桓

武
天
皇
の
段
階
で
『
儀
式
』
の
大
嘗
宮
の
姿
が
ほ
ぼ
整
う
。
特
に
、
桓
武

天
皇
の
大
嘗
祭
で
は
、
正
殿
の
位
置
は
移
動
せ
ず
、
光
仁
天
皇
の
正
殿
と

重
複
す
る
。
こ
れ
は
、
大
嘗
宮
の
南
側
、
朝
堂
院
の
東
西
第
五
堂
ま
で
の

間
に
幄
舎
を
設
営
す
る
空
間
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
幄
舎
と
考
え
ら
れ
る
施
設
は
、
光
仁
天
皇
の
Ｂ
期
に
明

確
と
な
り
桓
武
天
皇
の
Ｃ
期
に
受
け
継
が
れ
た
。『
儀
式
』
の
規
定
で
は
、

こ
こ
に
小
斎
人
、
皇
太
子
・
親
王
、
参
議
以
上
・
五
位
以
上
の
官
人
の
座

と
な
る
幄
舎
が
設
営
さ
れ
た
。
こ
う
考
え
る
と
、
光
仁
天
皇
以
降
、
大
嘗

祭
へ
皇
族
や
上
位
官
人
が
組
織
的
に
参
列
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
な

る
。

　

大
嘗
祭
は
皇
祖
神
を
主
祭
神
と
し
、
本
来
、
天
皇
家
の
祭
祀
と
し
て
の

性
格
を
持
つ
。
そ
こ
へ
と
組
織
的
に
多
数
の
官
人
が
参
列
す
る
形
が
整
え

ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
天
皇
家
の
内
廷
的
な
性
格
の
祭
祀
を
明
確
に
国
家

の
祭
祀
と
し
て
位
置
づ
け
る
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
桓
武
天
皇
以
降
は
、

こ
の
空
間
を
恒
久
的
に
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
大
嘗
宮
は
朝
堂

院
の
第
二
堂
の
間
に
固
定
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
動
き
は
単
に
大
嘗
祭
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
称
徳
天
皇
の
神
護

景
雲
二
年
（
七
六
八
）、
春
日
祭
の
公
祭
化）

17
（

と
も
関
連
し
た
背
景
が
考
え

ら
れ
る
。
春
日
社
は
、
称
徳
天
皇
の
母
方
の
氏
族
、
藤
原
氏
の
祖
先
神
を

祀
る
神
社
で
あ
る
。
こ
の
祭
祀
に
天
皇
の
意
志
の
も
と
官
人
が
参
画
す
る
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「
公
祭
」
の
形
式
が
成
立
し
た
。
こ
れ
は
、
桓
武
天
皇
の
時
代
に
は
、
同

様
に
平
野
社
の
平
野
祭
も
公
祭
と
な
り
、平
安
時
代
へ
と
受
け
継
が
れ
た
。

称
徳
天
皇
か
ら
桓
武
天
皇
の
時
代
に
か
け
て
、
古
代
祭
祀
に
は
質
的
な
変

化
が
現
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
動
き
の
中
で
、
大
嘗
祭
・
大
嘗
宮
の
変
化
を

考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
八
世
紀
後
半
の
急
速
な
祭
祀
の
変
化
に
は
反
発
も
あ
っ
た
。

そ
の
代
表
が
、
大
同
二
年
（
八
〇
六
）、
斎
部
広
成
が
『
古
語
拾
遺
』
に

列
挙
し
た
十
一
箇
条
の
「
所
遺
」
で
あ
る
。
中
で
も
「
所
遺
四
」
で
は
、

伊
勢
宮
と
大
嘗
の
由
紀
（
悠
紀
）・
主
基
の
宮
の
造
営
に
斎
部
氏
が
関
与

し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る）

11
（

。さ
ら
に
、斎
部
広
成
は
、「
所
遺
三
」

に
天
石
窟
の
故
事
か
ら
中
臣
・
斎
部
（
忌
部
）・
猨
女
の
三
氏
が
揃
い
供

奉
す
べ
き
と
こ
ろ
、
中
臣
の
み
が
伊
勢
宮
司
に
任
じ
ら
れ
厚
遇
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
あ
げ
、「
所
遺
九
」
と
し
て
鎮
魂
の
儀
の
御
巫
に
猨
女
君
を
第

一
と
し
な
い
点
を
あ
げ
る
。
ま
さ
に
、『
記
紀
』
が
天
石
窟
（
天
石
屋
戸
）

神
話
で
示
し
た
古
代
祭
祀
の
体
制
は
、
八
世
紀
後
半
に
急
速
に
変
質
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

平
城
宮
の
大
嘗
宮
遺
構
で
八
世
紀
後
半
に
見
ら
れ
る
東
西
門
の
設
置
、

正
殿
の
固
定
化
と
い
う
変
化
は
、『
記
紀
』
の
内
容
と
対
応
し
た
厳
格
な

潔
斎
意
識
の
後
退
・
変
質
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
称
徳

朝
に
始
ま
る
仏
教
信
仰
の
影
響
、
特
定
の
氏
神
祭
祀
の
公
祭
化
、
光
仁
・

桓
武
朝
に
行
な
わ
れ
た
祭
祀
制
度
の
改
変
と
同
じ
背
景
の
中
で
進
行
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

五
、
ま
と
め

　

以
上
、
平
城
宮
の
大
嘗
宮
遺
構
の
分
析
を
通
し
て
『
記
紀
』
と
大
嘗
祭

の
関
連
、
さ
ら
に
大
嘗
宮
の
変
遷
の
歴
史
的
な
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
き

た
。
そ
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎ 

八
世
紀
代
の
大
嘗
宮
の
構
造
か
ら
推
定
で
き
る
大
嘗
祭
の
本
質
は
、
皇

祖
神
を
天
皇
が
自
ら
祀
り
、
国
内
の
災
害
を
防
ぎ
平
安
を
保
ち
、
天
皇

の
身
を
守
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

◎ 

皇
祖
神
を
祀
る
に
は
、
神
意
に
叶
い
災
害
や
祟
り
を
招
か
な
い
よ
う
に

厳
重
な
潔
斎
が
必
要
で
あ
っ
た
。

◎ 

大
嘗
祭
の
本
質
は
、『
記
紀
』
の
天
石
窟
（
天
石
屋
戸
）
神
話
だ
け
で

な
く
、『
日
本
書
紀
』
崇
神
天
皇
紀
・
仲
哀
天
皇
紀
・
神
功
皇
后
摂
政

前
紀
が
記
す
皇
祖
神
の
性
格
と
整
合
す
る
。

◎ 

大
嘗
宮
の
二
院
構
成
と
、
各
天
皇
の
正
殿
の
規
則
的
な
移
動
は
、
と
も

に
大
嘗
祭
に
お
け
る
厳
重
な
潔
斎
意
識
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

◎ 
称
徳
朝
に
お
け
る
潔
斎
意
識
の
変
化
、
特
定
の
氏
神
祭
祀
の
公
祭
化
の

開
始
、
光
仁
・
桓
武
朝
に
お
け
る
祭
祀
制
度
の
再
編
成
と
い
っ
た
影
響
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を
段
階
的
に
受
け
、『
儀
式
』
の
大
嘗
祭
の
内
容
と
大
嘗
宮
の
形
態
は

成
立
し
た
。

　

従
来
、
大
嘗
祭
の
性
格
は
天
皇
の
即
位
・
践
祚
と
の
関
係
に
焦
点
を
当

て
研
究
さ
れ
て
き
た
傾
向
が
強
い
。
こ
の
た
め
大
嘗
祭
の
本
質
は
、
天
皇

の
性
格
や
統
治
と
の
関
連
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
大

嘗
祭
は
、
古
代
祭
祀
の
中
で
も
特
に
重
要
な
祭
祀
で
あ
り
、
信
仰
・
祭
祀

の
側
面
か
ら
の
分
析
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
祭
祀
・
信
仰
の
視
点

で
明
確
と
な
る
大
嘗
祭
の
意
味
は
、
こ
れ
ま
で
の
稲
の
収
穫
祭
と
い
う
性

格
だ
け
で
は
説
明
が
付
か
な
い
。
や
は
り
、
大
嘗
祭
に
求
め
ら
れ
る
厳
重

な
潔
斎
の
背
景
に
は
神
の
祟
り
・
災
害
と
の
関
係
が
あ
り
、
そ
れ
は
災
害

が
多
発
す
る
日
本
列
島
の
自
然
環
境
と
結
び
つ
く
。
天
皇
が
災
害
の
多
い

日
本
列
島
を
平
安
に
豊
に
統
治
す
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
祖
先
祭
祀
の
形

態
を
も
と
に）
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、
天
武
朝
に
大
嘗
祭
の
基
本
形
が
整
え
ら
れ
、『
記
紀
』
が

語
る
天
皇
の
歴
史
と
も
整
合
が
は
か
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註
・
参
考
文
献

（
１
） 

坂
本
太
郎
他
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

日
本
書
紀　

下
』
岩
波
書
店
、

一
九
六
五
。

（
２
） 

青
木
和
夫
他
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

続
日
本
紀　

一
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
。

（
３
） 

井
上
光
貞
他
校
注
『
日
本
思
想
体
系　

律
令
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
。

（
４
） 

岡
田
精
司
「
記
紀
神
話
の
成
立
」『
岩
波
講
座　

日
本
歴
史
２　

古
代
２
』
岩
波

書
店
、
一
九
七
五
。

（
５
） 

佐
々
田
悠
「
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
祀
」『
岩
波
講
座　

日
本
歴
史　

第
２
巻　

古
代
２
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
。

（
６
） 

橋
本
義
則
「
第
二
次
朝
堂
院
地
区
（
第
一
六
一
・
一
六
三
次
）
の
調
査
」『
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
年
報　

一
九
八
五
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
五
。

 

舘
野
和
己
「
推
定
第
二
次
朝
堂
院
朝
庭
地
区
（
第
一
六
九
次
）
の
調
査
」『
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
年
報　

一
九
八
六
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、

一
九
八
六
。

（
７
） 

上
野
邦
一
「
平
城
宮
の
大
嘗
宮
再
考
」『
建
築
史
学
』
第
二
〇
号
、
建
築
史
学
会
、

一
九
九
三
。

（
８
） 

清
水
洋
平
他
「
中
央
区
朝
堂
院
の
調
査
─
第
三
六
七
・
三
七
六
次
」『
奈
良
文
化
財

研
究
所
紀
要
』二
〇
〇
五
、独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所
奈
良
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
〇
五
。

（
９
） 

皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
編
『
訓
読
註
釋　

儀
式　

踐
祚
大
嘗
祭
儀
』
思
文
閣
出

版
、
二
〇
一
二
。

 

『
儀
式
』
の
大
嘗
祭
・
大
嘗
宮
に
関
す
る
内
容
は
、
基
本
的
に
同
文
献
に
よ
る
。

（
10
） 

岩
本
省
三
『
古
代
都
城
の
空
間
操
作
と
荘
厳
』
す
い
れ
ん
舎
、
二
〇
一
九
。

（
11
） 

註
10
文
献
に
同
じ
。

（
12
） 

註
10
文
献
に
同
じ
。

（
13
） 『
神
祇
令
』
で
は
「
凡
そ
一
月
の
斎
を
ば
、
大
祀
と
為
よ
」
と
あ
り
、『
延
喜
式
』「
神

祇
一
、四
時
祭
上
」
で
は
「
凡
そ
践
祚
大
嘗
祭
は
大
祀
と
な
し
」
と
す
る
。
註
３

文
献
及
び
、
虎
尾
俊
哉
編
『
註
釈
日
本
史
料　

延
喜
式　

上
』
集
英
社
、

二
〇
〇
〇
。

（
14
） 

岡
田
莊
司
『
大
嘗
の
祭
り
』
学
生
社
、
一
九
九
〇
。

 

岡
田
莊
司
『
大
嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
。
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塩
川
哲
朗
・
木
村
大
樹
「
資
料
か
ら
見
る
大
嘗
祭
」『
大
嘗
祭
』
國
學
院
大
學
博

物
館
、
二
〇
一
九
。

 
笹
生　

衛
「
古
代
大
嘗
宮
の
構
造
と
起
源
─
祭
式
と
考
古
学
資
料
か
ら
考
え
る
祭

祀
の
性
格
─
」『
神
道
宗
教
』
第
二
五
四
・
二
五
五
号
、
神
道
宗
教
学
会
、

二
〇
一
九
。

（
15
） 

岡
田
精
司
「
大
王
就
任
儀
礼
の
原
形
と
そ
の
展
開
」『
日
本
史
研
究
』
二
四
五
、

日
本
史
研
究
会
、
一
九
八
三
。

（
16
） 

註
14
、
笹
生
文
献
に
同
じ
。

（
17
） 

國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
の
「
御
譲
位
之
記
（
代
始
和
抄
）」（
江
戸
時
代
後
期
の

写
本
）
に
よ
る
。

（
18
） 

藤
森　

馨
「
神
衣
祭
と
大
嘗
祭
の
ニ
ギ
タ
エ
・
ア
ラ
タ
エ
」『
延
喜
式
研
究
』
第

三
〇
終
刊
号
、
延
喜
式
研
究
会
、
二
〇
一
五
。

（
19
） 

註
14
、
岡
田
莊
司
『
大
嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
）
に

同
じ
。

（
20
） 

坂
本
太
郎
他
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

日
本
書
紀　

上
』
岩
波
書
店
、

一
九
六
七
。

（
21
） 

笹
生
衛
「
神
の
籬
と
神
の
宮
─
考
古
学
か
ら
見
た
古
代
の
神
籬
の
実
態
─
」『
神

道
宗
教
』
第
二
三
八
号
、
神
道
宗
教
学
会
、
二
〇
一
五
。

（
22
） 

註
20
文
献
に
同
じ
。

（
23
） 

國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
の
「
大
嘗
会
供
神
膳
秘
説
（
後
鳥
羽
院
宸
記
）」（
江
戸

時
代
後
期
の
写
本
）
に
よ
る
。

（
24
） 

大
嘗
祭
と
自
然
災
害
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
は
、
岡
田
莊
司
が
『
大
嘗
祭
と
古
代

の
祭
祀
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
）
で
指
摘
し
て
い
る
。

（
25
） 

註
７
文
献
に
同
じ
。

（
26
） 

青
木
和
夫
他
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

続
日
本
紀　

四
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
五
。

（
27
） 

岡
田
莊
司
『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
四
。

（
28
） 

沖
森
卓
也
ほ
か
編
著
『
古
代
氏
文
集　

住
吉
大
社
神
代
記
・
古
語
拾
遺
・
新
撰
亀

相
記
・
高
橋
氏
文
・
秦
氏
本
系
帳
』
山
川
出
版
、
二
〇
一
二
。

（
29
） 

註
14
、
笹
生
文
献
に
同
じ
。


